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本田 李南 ちゃん

今月で

父・智典さん
母・善子さん

亀場町亀川

舩本 一吾 くん

父・政志さん
母・和美さん

佐伊津町

松下 月環 ちゃん

父・桂三さん
母・るみさん

本渡町広瀬

赤尾 雄真 くん

父・雄貴さん
母・千草さん

志柿町

岩﨑 心空 ちゃん

父・大地さん
母・朱里さん

牛深町

村木 琉斗 くん

父・圭太さん
母・仁美さん

有明町赤崎

吉田 弥憲 ちゃん

父・博章さん
母・憲子さん

今釜新町

金子 成葉 くん

父・大地さん
母・美香さん

亀場町亀川

松下 萌々 ちゃん

父・健太さん
母・詩織さん

枦宇土町

５月で満１歳になるお子さんを募集します！
●応募期限＝４月12日㊊まで（必着）。
●応募方法＝写真裏にお子さんの住所、氏名（ふり
がな）、生年月日、性別、電話番号、コメント
（30字以内）、保護者名（父・母）を記入し、〒

863-8631（住所記載不要）天草市役所秘書課へ
郵送または持参してください。なお、写真はお子
さんが大きく、鮮明に写っているものをお願いし
ます。また、写真の掲載は９人まで（応募者多数
の場合は抽選）とし、応募写真は返却しません。

り な

い ち ご

る か りゅうと も も

こ あ せ い は

ゆ う ま み の り

龍星お兄ちゃん、優斗お兄ちゃん、
これからもいっぱい遊んでね♡

散歩が大好きな男の子です。元気に
育ってね♡

いっぱい食べて大きくな～れ！！

お姉ちゃん大好き♡たくさん遊んで
ね。

おてんば娘♡じぃちゃん、ばあちゃ
ん、これからもよろしくね☆

僕は、じーじのハコスカが大好き！！
これからもいっぱいヤンチャするゾォー☆

音に合わせてノリノリ♡みんなから
の愛情に包まれて育ってます♪

夢と希望に満ちたわが家の宝物♡の
びのびすくすく大きくなぁれ！

凛お姉ちゃん、大好き♡元気に明る
く育ってネ♡

▲苔むす姿が歴史を感じさせる市ノ瀬橋

「市ノ瀬橋と石碑」（本町）

のぶくに

皆さんからのお便りを募集します！！皆さんからのお便りを募集します！！
　「市政だより天草」では、市民の皆さんの身
近であったできごとや、季節に思いをはせるこ
となどのお便りを掲載するコーナーを、５月１
日号から新たに設けます。
　そこで、皆さんからのお便りを募集します。
原稿は100字程度で、応募者多数の場合は選考
のうえ掲載します。多くの皆さんからのご応募
をお待ちしています。
※表記などを統一するため、趣旨を変えず文章
を直すこともあります。
▶応募期限＝４月12日㊊まで（必着）。
▶応募方法＝寄稿文をまとめたものに、ペンネ
ームと住所、氏名、性別、電話番号を記入
し、〒863-8631（住所記載不要）天草市役
所秘書課へ郵送または持参してください。

　本町下河内には、石造りのめがね橋があり
ます。広瀬川に架かるこの橋は、長さ22.2ｍ・
幅4.6ｍで、通称「市ノ瀬橋」と呼ばれています。
この橋のそばにある石碑には、「明治十五年」
と記されていますが、石碑が示す橋は同19年
の洪水で流失しており、現在の橋はその後に
建設されたものです。当時の記録によると、
最初は土橋（木製の橋の上部を土で覆ったも
の）を架ける計画でしたが、建設に必要な木
材の調達が難しく、そもそも村民は土橋では
なく石橋の架橋を強く望んでいたため、当時
の戸長・佐藤信邦が、県知事に石橋の架橋を
願い出たようです。数少ない資料によれば、

同24年ごろに整備された県道とともに橋が建
設されたと考えられます。
　人々の強い思いからできたこの橋は、長い
時を経た今も現役で、石碑とともに市の文化
財に指定されています。
　周囲の木々や清流に調和した美しい橋を、
皆さんぜひご覧ください。

い ち の せ

こけ

掲載例
●桜の住人（●町）
　先日、家族や友人と“お花見会”をしました。
場所は、知る人ぞ知るお花見スポットである
“自宅”。わが家の庭には桜の木が１本あり、
毎年独自に開花を宣言しては、周囲にお花見
会への招待をしています。静かにたたずむ１
本だけの桜を楽しむのも“粋”ですよ！

●メタボリックダンサー（●町）
　メタボリックシンドロームの女性の基準が
変わりました。私は境界線でしたが、今回の
改正で見事“当選”。この勢いで家での政権交
代を成し遂げて、趣味のダンスと大好きなス
イーツ（和・洋菓子）を思う存分堪能したい
と思っています。

　

田
中
マ
キ
さ
ん
と
赤
﨑
め
ぐ
み

さ
ん
は
、
平
成
20
年
４
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
下
田
温
泉
ぷ
ら
っ
と
で

観
光
案
内
を
担
当
し
て
い
る
。

　

田
中
さ
ん
は
、
10
年
前
か
ら
こ

の
仕
事
に
就
き
、
赤
﨑
さ
ん
は
同

館
オ
ー
プ
ン
の
時
の
職
員
募
集
に

「
地
元
に
貢
献
で
き
る
な
ら
、
や

っ
て
み
よ
う
か
な
」
と
思
い
応
募

し
た
の
が
き
っ
か
け
。

　

観
光
案
内
は
、
訪
れ
る
観
光
客

を
相
手
に
、
宿
泊
先
や
観
光
ス
ポ

ッ
ト
な
ど
お
客
の
ニ
ー
ズ
を
聞
い

て
案
内
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
も
多
く
、

「
電
話
の
場
合
は
、
顔
が
見
え
な

い
の
で
、
声
の
ト
ー
ン
な
ど
に
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
」
と
田

中
さ
ん
。一
方
、赤
﨑
さ
ん
は「
下

田
温
泉
街
を
宣
伝
し
て
い
く
う
ち

に
熱
く
な
っ
て
、
つ
い
方
言
が
出

て
し
ま
う
」
と
話
す
が
、
方
言
が

逆
に
親
近
感
を
与
え
る
の
か
、
そ

の
あ
と
の
会
話
は
、
か
え
っ
て
ス

ム
ー
ズ
に
運
ぶ
こ
と
も
多
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
館
内
に
長
時

間
居
座
っ
て
い
る
マ
ナ
ー
の
悪
い

人
た
ち
を
注
意
し
て
、
逆
に
言
い

返
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
い
い
こ
と

ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、

観
光
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送

っ
た
だ
け
で
、
て
い
ね
い
な
お
礼

の
手
紙
が
届
く
こ
と
も
あ
る
。
ま

た
、
田
中
さ
ん
は
あ
る
観
光
客
の

方
に
「
あ
な
た
に
出
会
え
て
本
当

に
良
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
一
言

が
、
今
で
も
う
れ
し
い
思
い
出
と

し
て
心
に
残
っ
て
い
る
。
何
も
特

別
な
対
応
を
し
た
訳
で
は
な
い

が
、
観
光
客
に
い
い
印
象
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
、
観
光
案
内
の

最
も
大
切
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　

５
月
８
日
と
翌
９
日
に
は
「
下

田
温
泉
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
。
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
の
祭
り

に
、二
人
は
ふ
だ
ん
と
変
わ
ら
ず
、

温
か
く
、
そ
し
て
元
気
の
あ
る
声

で
迎
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。

〔写真左〕 〔写真右〕

「元気よく観光案内」

田中 マ キ さん（天草町高浜・29歳） 赤 﨑 め ぐ み さん（天草町下田北・39歳）

いき


